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国
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通
五
二
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
小
型
船
舶
の
み
を
そ
の
用
に
供
す
る
旅
客

不
定
期
航
路
事
業
を
営
む
者
が
そ
の
従
業

者
に
対
し
て
実
施
す
る
教
育
及
び
訓
練
に

用
い
る
映
像
記
録
装
置
の
基
準
を
定
め
る

告
示
（
国
土
交
通
五
五
六
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
種
苗
法
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
十
一

条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
品
種
登

録
出
願
及
び
届
出
に
係
る
事
項
を
公
示
す

る
件
（
農
林
水
産
五
七
二
）

〇
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
五
項
第

四
号
の
災
害
及
び
地
域
を
指
定
す
る
件
の

全
部
を
改
正
す
る
件
（
経
済
産
業
五
五
）

〇
都
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計
画
に
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件

（
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土
交
通
五
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七
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〇
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汚
染
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及
び
海
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災
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す
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規
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づ
き
、
型
式
承
認

を
し
た
件
（
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五
五
八
）

〇
船
舶
安
全
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規
定
に
基
づ
き
、
型
式
承

認
を
し
た
件
（
同
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五
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〜
五
六
三
）

〇
船
舶
安
全
法
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規
定
に
基
づ
き
、
型
式
変

更
の
承
認
を
し
た
件

（
同
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六
四
〜
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）

〇
砂
防
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第
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件

（
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る
公
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）
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免
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（
同
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公
示（
九
州
地
方
整
備
局
）

労

働

最
低
工
賃
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
東
京
労
働
局
最
低
工
賃
公
示
一
）

国
家
試
験

令
和
八
年
度
弁
理
士
試
験
の
試
験
会
場

（
工
業
所
有
権
審
議
会
）

基
本
測
量
関
係
事
項
公
告
（
国
土
交
通
省
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁隊

員
の
懲
戒
処
分
に
係
る
被
疑
事
実
通
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書
等
関
係

裁
判
所

相
続
、
失
踪
、
破
産
、
免
責
、特
別
清
算
、

会
社
更
生
、
再
生
、
所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他
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省

令

海
上
運
送
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

海
上
運
送
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
運
輸
省
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
の
許
可
申
請
）

（
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
の
許
可
申
請
）

第
二
十
二
条

（
略
）

第
二
十
二
条

（
略
）

２

前
項
の
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
許
可
申
請
書
に

は
、次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
同
時
に
同
一
所
轄
地
方
運
輸
局
長
に
二

以
上
の
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
に
つ
い
て
旅
客
不

定
期
航
路
事
業
許
可
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に

は
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
書
類
は
、
そ
の
う
ち

一
の
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
に
つ
い
て
の
旅
客
不

定
期
航
路
事
業
許
可
申
請
書
に
添
付
す
れ
ば
足
り

る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
許
可
申
請
書
に

は
、次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
同
時
に
同
一
所
轄
地
方
運
輸
局
長
に
二

以
上
の
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
に
つ
い
て
旅
客
不

定
期
航
路
事
業
許
可
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に

は
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
書
類
は
、
そ
の
う
ち

一
の
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
に
つ
い
て
の
旅
客
不

定
期
航
路
事
業
許
可
申
請
書
に
添
付
す
れ
ば
足
り

る
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
旅

客
不
定
期
航
路
事
業
（
第
二
十
二
条
の
三
第
二

項
及
び
第
二
十
二
条
の
六
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
第
七
条
の
四
第
三
号
ヘ
に
お
い
て

「
第
二
号
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
」
と
い
う
。）

に
あ
つ
て
は
、
安
全
人
材
確
保
計
画

四

法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
旅

客
不
定
期
航
路
事
業
（
第
二
十
二
条
の
三
第
二

項
に
お
い
て「
第
二
号
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
」

と
い
う
。）に
あ
つ
て
は
、
安
全
人
材
確
保
計
画

法
規
的
告
示

（
準
用
規
定
）

（
準
用
規
定
）

第
二
十
二
条
の
六

第
二
条
の
二
、
第
二
条
の
三
、

第
四
条
、
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
、
第
七
条
の

四
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
十
六
条
、

第
十
七
条
及
び
第
十
九
条
か
ら
第
十
九
条
の
二
の

二
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
許

可
及
び
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
の
四
第
三
号

ヘ
中
「
教
育
及
び
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
教
育
及

び
訓
練
（
第
二
号
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
を
営
む

者
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め

第
二
十
二
条
の
六

第
二
条
の
二
、
第
二
条
の
三
、

第
四
条
、
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
、
第
七
条
の

四
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
十
六
条
、

第
十
七
条
及
び
第
十
九
条
か
ら
第
十
九
条
の
二
の

二
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
許

可
及
び
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
六
条
中
「
一
般

旅
客
定
期
航
路
事
業
譲
渡
譲
受
認
可
申
請
書
」
と

あ
る
の
は
「
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
譲
渡
譲
受
認

可
申
請
書
」
と
、
第
十
九
条
中
「
相
続
人
一
般
旅

る
基
準
に
適
合
す
る
映
像
記
録
装
置
に
よ
る
記
録

を
用
い
た
教
育
及
び
訓
練
を
含
む
。）」
と
、
第
十

六
条
中
「
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
譲
渡
譲
受
認

可
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
旅
客
不
定
期
航
路
事

業
譲
渡
譲
受
認
可
申
請
書
」
と
、第
十
九
条
中「
相

続
人
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
継
続
認
可
申
請

書
」
と
あ
る
の
は
「
相
続
人
旅
客
不
定
期
航
路
事

業
継
続
認
可
申
請
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

客
定
期
航
路
事
業
継
続
認
可
申
請
書
」
と
あ
る
の

は
「
相
続
人
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
継
続
認
可
申

請
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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小
型
船
舶
の
み
を
そ
の
用
に
供
す
る
旅
客
不
定
期

航
路
事
業
を
営
む
者
が
そ
の
従
業
者
に
対
し
て
実

施
す
る
教
育
及
び
訓
練
に
用
い
る
映
像
記
録
装
置

の
基
準
を
定
め
る
告
示

海
上
運
送
法
施
行
規
則
第
二
十
二
条
の
六
に
お
い
て
読

み
替
え
て
準
用
す
る
同
令
第
七
条
の
四
第
三
号
へ
に
規
定

す
る
小
型
船
舶
の
み
を
そ
の
用
に
供
す
る
旅
客
不
定
期
航

路
事
業
を
営
む
者
が
そ
の
従
業
者
に
対
し
て
実
施
す
る
教

育
及
び
訓
練
に
用
い
る
映
像
記
録
装
置
の
基
準
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
者
が
航
行
の
用
に
供
す
る
船
舶
（
日
没
か
ら
日

出
ま
で
の
間
に
お
い
て
航
行
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。

以
下
こ
の
号
及
び
第
六
号
に
お
い
て
「
対
象
船
舶
」
と

い
う
。）の
航
行
中
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
船

舶
自
動
識
別
装
置
そ
の
他
の
設
備
に
よ
り
航
行
中
に
お

い
て
常
時
対
象
船
舶
の
位
置
並
び
に
日
付
及
び
時
刻
を

同
時
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

ホ
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。）

を
同
時
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

イ

対
象
船
舶
に
備
え
付
け
ら
れ
た
第
三
号
の
前
方
用

カ
メ
ラ
に
よ
り
撮
影
さ
れ
る
対
象
船
舶
の
進
行
方
向

の
映
像

ロ

対
象
船
舶
の
操
縦
装
置
の
付
近
に
備
え
付
け
ら
れ

た
第
四
号
の
操
縦
者
用
カ
メ
ラ
に
よ
り
撮
影
さ
れ
る

対
象
船
舶
の
操
縦
者
が
行
う
対
象
船
舶
の
操
縦
に
係

る
映
像

ハ

汽
笛
の
音
そ
の
他
の
周
囲
の
音
声

ニ

日
付
及
び
時
刻

ホ

対
象
船
舶
の
位
置

二

記
録
し
た
前
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
、
電
子
計
算
機
を
用
い
て
同
時
に
そ
の
映
像
面
に

表
示
し
、
又
は
再
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

三

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
前
方
用
カ
メ
ラ
を
備

え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

水
平
面
上
に
備
え
付
け
た
場
合
に
お
い
て
、
左
右

に
そ
れ
ぞ
れ
六
十
度
以
上
、
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ
二
十

五
度
以
上
の
範
囲
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
五
十
六
号

海
上
運
送
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
運
輸
省
令
第

四
十
九
号
）
第
二
十
二
条
の
六
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
同
令
第
七
条
の
四
第
三
号
へ
の
規
定
に
基
づ
き
、

小
型
船
舶
の
み
を
そ
の
用
に
供
す
る
旅
客
不
定
期
航
路
事

業
を
営
む
者
が
そ
の
従
業
者
に
対
し
て
実
施
す
る
教
育
及

び
訓
練
に
用
い
る
映
像
記
録
装
置
の
基
準
を
定
め
る
告
示

を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
。令

和
八
年
四
月
十
四
日国

土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
令
第
五
十
二
号

海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
二
十
一
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
の
三
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
上
運
送
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
海
上
運
送
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
を
営
む

者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
海
上
運
送
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新

海
上
運
送
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）の
規
定
の
例
に
よ
る
安
全
管
理
規
程
の
変
更
の
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
は
、
新
海
上
運
送
法
施
行
規
則
の
相
当
す
る
規
定
に
よ
り
こ
の
省
令
の
施
行
の
日

に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
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そ の 他 告 示

Ⅰ 品種登録出願の番号及び年月日、出願者の氏名又は名称及び住所又は居所、出願品種の属する農
林水産植物の種類並びに出願品種の名称

出願品種の属す
る農林水産植物
の種類

出願品種の名称 出願者の氏名又は名称及び
住所又は居所

品種登録出願の
番号及び年月日

Allium sativum
L.

かがわにんにん 香川県
香川県高松市番町四丁目１番10号

第38321号
令和７年12月12日

Antirrhinum L. IB 009-2 INNOVABRED PTY LTD

３ Harris Road, Wonga Park
VIC 3115, Australia

第38167号
令和７年８月25日

Begonia x
hiemalis Fotsch

グロワール 須藤裕政
群馬県富岡市黒川1293

第38333号
令和７年12月24日

Calibrachoa
Cerv.

Docalrayel Dummen Group B.V.

Oudecampsweg 35C, 2678NN De
Lier, The Netherlands

第38341号
令和８年１月７日

Camellia sinensis
(L.) Kuntze

彩
さい

の女
め

神
がみ

埼玉県
埼玉県さいたま市浦和区高砂三丁
目15番１号
株式会社伊藤園
東京都渋谷区本町三丁目47番10号

第38326号
令和７年12月19日

〃 彩
さい

の糸
いと

〃 第38327号
令和７年12月19日

Celosia L. SAKCEL005 株式会社サカタのタネ
神奈川県横浜市都筑区仲町台二丁
目７番１号

第38357号
令和８年１月20日

Dahlia Cav. Dodahsumbeewh
i

Dummen Group B.V.

Oudecampsweg 35C, 2678NN De
Lier, The Netherlands

第38329号
令和７年12月23日

〃 Dodahsumbeeres
ta

〃 第38330号
令和７年12月23日

〃 Dodahsubesabic 〃 第38332号
令和７年12月23日

Hypericum L. DHYPGLRBY Danziger Dan Flower Farm

Moshav Mishmar Hashiva,
5029700, Israel

第38360号
令和８年１月20日

Impatiens New
Guinea Group

SAKIMP082 株式会社サカタのタネ
神奈川県横浜市都筑区仲町台二丁
目７番１号

第38354号
令和８年１月20日

〃 SAKIMP083 〃 第38355号
令和８年１月20日

〃 SAKIMP084 〃 第38356号
令和８年１月20日

Lactuca sativa L. SAKLET022 〃 第38358号
令和８年１月20日

Lentinula edodes
(Berk.） Pegler

秋
あき

山
やま

A-528号
ごう

株式会社秋山種菌研究所
山梨県甲府市高畑一丁目５番13号

第38352号
令和８年１月19日

Limonium Mill. MYLIM070 株式会社ミヨシ
東京都世田谷区八幡山２丁目１番
８号

第38344号
令和８年１月９日

Oryza sativa L. 風
かぜ

きらり 長野県
長野県長野市大字南長野字幅下
692２

第38336号
令和７年12月26日

Petunia Juss. Dopetpocanalow
25

Dummen Group B. V.

Oudecampsweg 35C, 2678NN De
Lier, The Netherlands

第38342号
令和８年１月７日

Prunus mume
Siebold & Zucc.

玉
たま

井
い

南
なん

紅
こう

玉井康正
和歌山県田辺市上秋津4471

第38328号
令和７年12月22日

〃 ファーストレディ 羽竹栄一
和歌山県田辺市上三栖63

第38335号
令和７年12月26日

Rosa L. ワンダーエイト
カイトグレス

早野公春
埼玉県本庄市寿３５36

第38285号
令和７年11月12日

令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

ロ 〇 ・ 一 秒 に 一 回 以 上 の 頻 度 で 、 一 二 八 〇 ×

七 二 〇 ド ッ ト 以 上 の 解 像 度 の 映 像 を 撮 影 す る

こ と が で き る も の で あ る こ と 。

四 〇 ・ 二 秒 に 一 回 以 上 の 頻 度 で 映 像 を 撮 影 す る

こ と が で き る 操 縦 者 用 カ メ ラ を 備 え た も の で あ

る こ と 。

五 第 一 号 イ か ら ホ ま で に 掲 げ る 事 項 を 一 航 海 の

時 間 又 は 五 時 間 の い ず れ か 短 い 方 の 時 間 以 上 連

続 し て 記 録 す る こ と が で き る 記 録 媒 体 を 備 え た

も の で あ る こ と 。

六 作 動 後 に 記 録 媒 体 へ の 記 録 が 行 わ れ な い 場 合

に お い て 、 そ の 旨 を 灯 火 、 音 声 そ の 他 の 手 段 に

よ り 対 象 船 舶 の 操 縦 者 に 伝 達 す る 機 能 を 備 え た

も の で あ る こ と 。

七 堅 ろ う で あ り 、 か つ 、 振 動 、 衝 撃 そ の 他 の 外

部 の 作 用 に よ り 容 易 に そ の 機 能 を 停 止 し な い も

の で あ る こ と 。

八 風 雨 の 影 響 を 受 け る 場 所 、 水 を 取 り 扱 う 場 所

又 は 結 露 す る 場 所 に 備 え 付 け る 場 合 に あ っ て

は 、 防 水 性 を 有 す る も の で あ る こ と 。

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 五 百 七 十 二 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 品 種 登 録 出 願 及 び 同 法 第 二 十 一 条

の 二 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 届 出 を 受 理 し た の で 、 同 法 第 十 三 条 第 一 項 及 び 第 二 十 一 条 の 二 第 三 項 の 規

定 に 基 づ き 次 の と お り 公 示 す る 。

令 和 八 年 四 月 十 四 日 農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和





Solanum
lycopersicum L.

TTM220 タキイ種苗株式会社
京都府京都市下京区梅小路通猪熊
東入南夷町180番地

第38364号
令和８年１月22日

Ⅱ 品種登録出願の番号及び年月日、出願者の氏名又は名称及び住所又は居所、出願品種の属する農
林水産植物の種類、出願品種の名称、指定国並びに輸出する行為を制限する旨

出願品種の属す
る農林水産植物
の種類

出願品種の名称
出願者の氏名又は
名称及び住所又は
居所

品種登録出願
の番号及び年
月日

指定国
輸出する
行為を制
限する旨

Allium sativum
L.

かがわにんにん 香川県
香川県高松市番町
四丁目１番10号

第38321号
令和７年12月
12日

なし 登録品種
につき品
種の育成
に関する
保護を認
めていな
い国以外
の 国 で
あって指
定国以外
の国に対
し種苗を
輸出する
行為及び
当該国に
対し最終
消費以外
の目的を
もって収
穫物を輸
出する行
為を制限
する。

Camellia sinensis
(L.) Kuntze

彩
さい

の女
め

神
がみ

埼玉県
埼玉県さいたま市
浦和区高砂三丁目
15番１号
株式会社伊藤園
東京都渋谷区本町
三丁目47番10号

第38326号
令和７年12月
19日

〃 〃

〃 彩
さい

の糸
いと

〃 第38327号
令和７年12月
19日

〃 〃

Celosia L. SAKCEL005 株式会社サカタの
タネ
神奈川県横浜市都
筑区仲町台二丁目
７番１号

第38357号
令和８年１月
20日

〃 〃

Impatiens New
Guinea Group

SAKIMP082 〃 第38354号
令和８年１月
20日

〃 〃

〃 SAKIMP083 〃 第38355号
令和８年１月
20日

〃 〃

〃 SAKIMP084 〃 第38356号
令和８年１月
20日

〃 〃

Lactuca sativa L. SAKLET022 〃 第38358号
令和８年１月
20日

〃 〃

Lentinula
edodes (Berk.)
Pegler

秋
あき

山
やま

A-528号
ごう

株式会社秋山種菌
研究所
山梨県甲府市高畑
一丁目５番13号

第38352号
令和８年１月
19日

〃 〃

Limonium Mill. MYLIM070 株式会社ミヨシ
東京都世田谷区八
幡山２丁目１番８
号

第38344号
令和８年１月
９日

〃 〃

Oryza sativa L. 風
かぜ

きらり 長野県
長野県長野市大字
南 長 野 字 幅 下
692２

第38336号
令和７年12月
26日

〃 〃

Solanum
lycopersicum L.

TTM220 タキイ種苗株式会
社
京都府京都市下京
区梅小路通猪熊東
入南夷町180番地

第38364号
令和８年１月
22日

〃 〃

Ⅲ 品種登録出願の番号及び年月日、出願者の氏名又は名称及び住所又は居所、出願品種の属する農
林水産植物の種類、出願品種の名称、指定地域並びに生産する行為を制限する旨

出願品種の属す
る農林水産植物
の種類

出願品種の名称
出願者の氏名又は
名称及び住所又は
居所

品種登録出願
の番号及び年
月日

指定
地域

生産する
行為を制
限する旨

Allium sativum
L.

かがわにんにん 香川県
香川県高松市番町
四丁目１番10号

第38321号
令和７年12月
12日

香川県 指定地域
以外の地
域におい
て種苗を
用いるこ
とにより
得られる
収穫物を
生産する
行為を制
限する。

Oryza sativa L. 風
かぜ

きらり 長野県
長野県長野市大字
南 長 野 字 幅 下
692２

第38336号
令和７年12月
26日

長野県 〃

令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報





災

害

名

地

域

指
定
の
期
間

令
和
七
年
台
風
第
十
五
号
等
に
伴
う
災

害

静
岡
県

牧
之
原
市

令
和
七
年
九
月
五
日
か
ら
令

和
八
年
七
月
十
四
日
ま
で

令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
五
十
五
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
第
二
条
第
五
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
令

和
七
年
経
済
産
業
省
告
示
第
百
五
十
三
号
（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
五
項
第
四
号
の
災
害
及
び
地
域
を
指
定

す
る
件
）
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
五
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

施
行
者
の
名
称

国
土
交
通
大
臣

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

令
和
元
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
五
十
八
号
東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
幹

線
街
路
放
射
第
１
９
号
線

三

事
業
施
行
期
間

自
令
和
元
年
九
月
二
十
七
日
至
令
和
十
七
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
五
十
八
号

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
四
十
三
条
の
九
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
三
月
二
十
六
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
海
洋
汚
染

等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
運
輸
省
令
第
三
十
八
号
）
第
三
十
七
条
の
十
五

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
海
洋
汚
染
防
止
設
備
及
び
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象
設
備
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
五
十
八

年
運
輸
省
令
第
四
十
一
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｐ

662号

油
吸
着
材
（
マ
ッ

ト
状
の
も
の
）

Ｏ
Ｂ
Ｈ
Ｗ
Ｐ
100

F
y
ter

T
ech

N
o
n
‑

w
o
v
en

s,L
L
C

2121 
B

A
m

erica
n

B
o
u
le‑

v
a
rd

D
e

P
ere,

W
isco

n
sin

54115
U

n
ited

S
ta

tes
o
f

A
m

erica

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
五
十
九
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
三
月
二
十
六
日
付

け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第

十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｆ

795号

表
面
仕
上
材
（
一

次
甲
板
床
張
り

材
）

S
w

ed
a
c

D
eck

C
o
v
erin

g
S
y
stem

V
2

S
w

ed
ish

A
co

u
s‑

tic
P
ro

d
u
cts

In
‑

n
o
v
a
tio

n
A

B

S
to

ra
s

In
d
u
strig

a
ta

5
S
E -

424
69

A
n
g
ered

,
K

in
g
‑

d
o
m

o
f
S
w

ed
en

第
Ｓ

153号

居
住
区
域
内
に
設

け
る
甲
板
の
材
料

（
遮
音
甲
板
床
張

り
材
）（

R
w
＝
44

d
B
）

〃
〃

〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
六
十
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
三
月
二
十
六
日
付

け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第

十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｆ

827号

仕
切
り
甲
板
（
Ａ

60級
）

Ｔ
Ｋ
Ａ
Ｂ

７
Ｄ

株
式
会
社
大
晃
産
業
広
島
県
尾
道
市
向
島
町
9515番

地
の
１

第
Ｆ

828号

〃
Ｔ
Ｋ
Ａ
Ｂ

８
Ｄ

〃
〃

第
Ｆ

829号

仕
切
り
隔
壁
（
Ａ

60級
）

Ｔ
Ｋ
Ａ
Ｂ

11Ｂ

〃
〃

第
Ｆ

830号

〃
Ｔ
Ｋ
Ａ
Ｂ

12Ｂ

〃
〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
六
十
一
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
三
月
二
十
六
日
付

け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第

十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｆ

831号

防
火
戸（
Ａ
60級
）
Ｍ
Ｓ

Ａ
60
11Ｂ

株
式
会
社
西
日
本
メ

タ
ル
工
業

長
崎
県
長
崎
市
田
中
町
416番

地
第
Ｆ

832号

〃
Ｍ
Ｓ

Ａ
60
11Ｃ

〃
〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
六
十
二
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
三
月
二
十
六
日
付

け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第

十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｆ

833号

防
火
戸（
Ａ
60級
）
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｔ

Ｈ
Ａ
Ｔ

Ｃ
Ｈ
（
Ａ

60）

株
式
会
社
大
晃
産
業
広
島
県
尾
道
市
向
島
町
9515番

地
の
１

第
Ｆ

834号

〃
Ｔ
Ｋ
．
Ｓ
Ａ

３
Ｂ

Ｗ
Ｔ
（
Ａ

60）

〃
〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
六
十
三
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
三
月
二
十
六
日
付

け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第

十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
5835号

小
型
船
舶
用
救
命

胴
衣
（
膨
脹
式
）
Ｂ


L
ifeja

c 
Ａ

Ｘ
01

株
式
会
社
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ

Ｎ
大
阪
府
堺
市
北
区
百
舌
鳥
梅
町

１
丁
16
４

１
ラ
レ
ッ
ク

ス
城
ノ
山
１
号





一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

上 江 沢 川

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

新 潟 県 村 上 市 大 字 花 立 及 び 同 市 大 字 荒 島 の 区

域 内 の 土 地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら 六 十 四 点 ま で

を 順 次 結 ん だ 線 及 び 一 点 と 六 十 四 点 を 結 ん だ 線

に 囲 ま れ た 土 地 の 区 域

点 北緯 東経

１ 3806087524 13929101833

２ 3806084438 13929103986

３ 3806082982 13929104175

４ 3806081867 13929104319

５ 3806080748 13929104465

６ 3806076401 13929102275

７ 3806074583 13929105056

８ 3806070719 13929107271

９ 3806069818 13929107787

10 3806067726 13929107061

11 3806063448 13929101396

12 3806059509 13929100063

13 3806058408 13929099691

14 3806057195 13929099280

15 3806057001 13929099215

16 3806053583 13929096601

17 3806051190 13929094772

18 3806050604 13929094324

19 3806048697 13929093381

20 3806047615 13929092846

21 3806044256 13929091185

22 3806044175 13929091145

23 3806040742 13929091216

24 3806038914 13929091255

25 3806038004 13929091838

26 3806037171 13929092373

27 3806035848 13929093054

28 3806035547 13929093418

29 3806035269 13929093374

30 3806033809 13929095090

31 3806033806 13929095509

32 3806030835 13929095174

33 3806032119 13929092697

34 3806036309 13929089343

35 3806037628 13929088343

36 3806036354 13929085461

41 3806044295 13929084748

42 3806048867 13929082108

43 3806050854 13929080961

44 3806057316 13929082382

45 3806063817 13929081678

46 3806070330 13929080354

47 3806076834 13929079508

48 3806078323 13929078121

49 3806082060 13929074639

50 3806085295 13929074334

51 3806087629 13929074365

52 3806087121 13929075767

53 3806088743 13929078850

54 3806088661 13929078886

55 3806089454 13929086515

56 3806089595 13929087873

57 3806089721 13929089087

58 3806089769 13929089543

59 3806089993 13929091695

60 3806089343 13929094361

61 3806088730 13929096883

62 3806088532 13929097691

63 3806087864 13929100394

64 3806087633 13929101386

37 3806036947 13929084948

38 3806038136 13929083920

39 3806038740 13929083397

40 3806039033 13929083143

令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 五 百 六 十 四 号

船 舶 等 型 式 承 認 規 則 （ 昭 和 四 十 八 年 運 輸 省 令 第 五 十 号 ） 第 八 条 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 八 年 三 月 二 十

六 日 付 け を も っ て 次 の よ う に 型 式 の 変 更 を 承 認 し た の で 、 同 規 則 第 十 二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 四 月 十 四 日 国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

型式承認
番号 物件の名称 物件の型式 製造者の名称 型 式 変 更 の 内 容

第2818号 レーダー反射器 ＫＲ１ 興亜化工株式会社 本体生地の仕様の変更

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 五 百 六 十 五 号

船 舶 等 型 式 承 認 規 則 （ 昭 和 四 十 八 年 運 輸 省 令 第 五 十 号 ） 第 八 条 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 八 年 三 月 二 十

六 日 付 け を も っ て 次 の よ う に 型 式 の 変 更 を 承 認 し た の で 、 同 規 則 第 十 二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 四 月 十 四 日 国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

型式承認
番号 物件の名称 物件の型式 製造者の名称 型 式 変 更 の 内 容

第4962号 救命胴衣灯 ＬＪ61（ＬＥＤ
Type）

日本船燈株式会社 ＬＥＤ及び関連部品の仕様
の追加

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 五 百 六 十 六 号

船 舶 等 型 式 承 認 規 則 （ 昭 和 四 十 八 年 運 輸 省 令 第 五 十 号 ） 第 八 条 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 八 年 三 月 二 十

六 日 付 け を も っ て 次 の よ う に 型 式 の 変 更 を 承 認 し た の で 、 同 規 則 第 十 二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 四 月 十 四 日 国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

型式承認
番号 物件の名称 物件の型式 製造者の名称 型 式 変 更 の 内 容

第5357号 船舶自動識別装
置

ＪＨＳ183 日本無線株式会社 ＧＮＳＳ受信機能に関わる
部品変更

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 五 百 六 十 七 号

船 舶 等 型 式 承 認 規 則 （ 昭 和 四 十 八 年 運 輸 省 令 第 五 十 号 ） 第 八 条 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 八 年 三 月 二 十

六 日 付 け を も っ て 次 の よ う に 型 式 の 変 更 を 承 認 し た の で 、 同 規 則 第 十 二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 四 月 十 四 日 国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

型式承認
番号 物件の名称 物件の型式 製造者の名称 型 式 変 更 の 内 容

第5780号 小型船舶用救命
胴衣（膨脹式）

ＳＷＪＦ07 Seawolf Marine
co., Ltd

気室の形状の変更、送気口
金の仕様の変更及びガス容
器の仕様の追加

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 五 百 六 十 八 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 四 月 十 四 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之





登
録
年
月
日

名
称

住
所

種
類

令
和
八
年
三
月
三
十
日

株
式
会
社
Ｈ
Ｓ
Ｃ

栃
木
県
足
利
市
田
中
町
四

五
九
番
地
の
一

貨
物
軽
自
動
車
安
全
管
理

者
講
習

国
会
事
項

官

庁

報

告

令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
六
十
九
号

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
五
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
貨
物
軽
自
動
車
安
全

管
理
者
講
習
を
行
う
者
を
登
録
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
八
条
の
十
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
四
月
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

東
北
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

十
三
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

山
形
県
最
上
郡
舟
形
町
舟
形
字
元
屋
敷
二
四
一
番
一
か
ら
同

町
舟
形
字
野
々
田
二
八
九
番
二
八
ま
で

前後

九
・
九
四
〜
二
八
・
四
六

一
三
・
〇
〇
〜
二
八
・
四
六

〇
・
六
一
六

〇
・
六
一
六

図
面
縦
覧
場
所

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
山
形
河
川
国
道
事
務
所

衆

議

院

議
案
提
出

四
月
十
日
内
閣
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

金
融
商
品
取
引
法
及
び
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
胚
等
の
取
扱
い
の
規
制
に
関
す
る
法

律
案

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
及
び
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事

業
株
式
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

質
問
書
提
出

四
月
十
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

米
国
の
イ
ラ
ン
攻
撃
の
法
的
評
価
と
在
日
米
軍
に
関
す

る
再
質
問
主
意
書
（
長
妻
昭
提
出
）

加
工
肉
の
発
が
ん
性
、
国
家
公
務
員
の
非
正
規
職
員
に

つ
い
て
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
質
疑
に
関
す
る
質
問
主

意
書
（
長
妻
昭
提
出
）

答
弁
書
受
領

四
月
十
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
提
出
米
国
の
イ
ラ
ン
攻
撃
の
法
的

評
価
と
在
日
米
軍
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
提
出
い
わ
ゆ
る
「
消
え
た
年
金
」

を
探
す
「
持
ち
主
不
明
記
録
検
索
」
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

報
告
書
受
領

四
月
十
日
内
閣
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
赤
澤
亮
正

か
ら
、
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
第
二
条
の
二
第
六
項
、
第
二
条
の
三
第
九

項
、
第
三
条
第
十
項
、
第
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
第
四
項
、
第
五
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
条
第
八
項
、
第
十
五
条
の
十
二
第
七
項
及
び
同
条

第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
七
項
並
び
に
第
十

五
条
の
十
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
の
三

第
九
項
の
規
定
に
基
づ
く
調
達
価
格
等
に
関
す
る
報
告

参

議

院

議
案
受
領
（
予
備
審
査
）

四
月
十
日
内
閣
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ
た
。

金
融
商
品
取
引
法
及
び
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五
七
号
）

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
胚
等
の
取
扱
い
の
規
制
に
関
す
る
法

律
案
（
閣
法
第
五
八
号
）

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五
九
号
）

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
及
び
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事

業
株
式
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第

六
〇
号
）

官

庁

事

項

登
録
船
舶
職
員
養
成
事
務
の
休
止
に
関
す
る
公
示

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
基
づ
き
、登
録
船
舶
職
員
養
成
事
務
の
一
部
を
休
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
法
第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
十
五
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す

る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
の
名
称

独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構

海
技
大
学
校

二

休
止
す
る
登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
の
種
類

六
級
海
技
士
（
航
海
）
第
一
種
養
成
施
設

六
級
海
技
士
（
航
海
）
第
二
種
養
成
施
設

三

休
止
期
間

自

令
和
八
年
四
月
一
日

至

令
和
十
年
八
月
三
十
一
日

質
問
主
意
書
提
出

四
月
十
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。日

本
国
国
章
損
壊
罪
の
制
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
高
良
沙
哉
提
出
）（
第
三
三
号
）

報
告
書
受
領

四
月
十
日
内
閣
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
か
ら
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
二
条
の
二
第
六
項
、
第
二
条
の
三
第
九
項
、
第

三
条
第
十
項
、
第
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条

第
四
項
、
第
五
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
八

項
、
第
十
五
条
の
十
二
第
七
項
及
び
同
条
第
八
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
七
項
並
び
に
第
十
五
条
の
十
三
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
の
三
第
九
項
の
規
定
に
基

づ
く
調
達
価
格
等
に
関
す
る
報
告
を
受
領
し
た
。

答
弁
書
受
領

四
月
十
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
牧
山
ひ
ろ
え
提
出
準
備
期
間
が
極
め
て
短

い
中
で
執
行
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
二
六
号
）

参
議
院
議
員
高
良
沙
哉
提
出
「
外
国
人
と
の
秩
序
あ
る

共
生
社
会
の
実
現
」
に
向
け
た
日
米
地
位
協
定
改
定
の

必
要
性
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
二
七

号
）

参
議
院
議
員
石
垣
の
り
こ
提
出
ナ
フ
サ
及
び
医
療
用
石

油
関
連
製
品
等
の
供
給
体
制
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書
（
第
二
八
号
）

登
録
電
子
海
図
情
報
表
示
装
置
講
習
実
施
機
関
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関
す
る
公
示

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
一
号
）
第
四
条
の
十
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
登
録
電
子
海
図
情
報
表
示
装
置
講
習
実
施
機
関
よ
り
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
規

則
第
四
条
の
二
十
二
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

登
録
電
子
海
図
情
報
表
示
装
置
講
習
実
施
機
関
の
名
称

海
上
自
衛
隊
第
一
術
科
学
校

二

登
録
電
子
海
図
情
報
表
示
装
置
講
習
実
施
機
関
の
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
学
校
長

小
杉

正
博

（
変
更
後
）
学
校
長

小
牟
田
秀
覚

三

変
更
年
月
日

令
和
八
年
三
月
二
十
三
日





３
第
１
号
の
家
内
労
働
者
に
係
る
最
低
工
賃
額
次
の
表
の
業
務
欄
、
品
目
欄
、
規
格
欄
及
び
工
程
欄
の
区
分
に
応

じ
、
１
足
に
つ
き
金
額
欄
に
掲
げ
る
金
額

業
務

品
目

規
格

工
程

（
下
記
の
工
程
を
全
て
行
う
場
合
）

金
額

革
の
種
類
型
及
び
デ
ザ
イ
ン

製
甲

紳
士
靴

牛
革
の
銀

付
き
又
は

ガ
ラ
ス
張

り

裏
付
き
、外
羽
根
、

無
飾
り
及
び
ひ
も

付
き

甲
革
の
縁
す
き
、
縁
折
り
込

み
又
は
テ
ー
プ
取
り
、
か
か

と
部
の
縫
い
ま
と
め
、
裏
張

り
及
び
縁
ミ
シ
ン
掛
け

928円

婦
人
靴
パ
ン
プ
ス

裏
付
き
、
無
飾
り

及
び
ヒ
ー
ル
付
き
甲
革
の
縁
す
き
、
縁
折
り
込

み
又
は
テ
ー
プ
取
り
、
え
ぐ

り
折
り
込
み
部
へ
の
補
強

テ
ー
プ
の
挿
入
、
か
か
と
部

の
縫
い
ま
と
め
、
裏
張
り
及

び
縁
ミ
シ
ン
掛
け

783円

シ
ョ
ー
ト

ブ
ー
ツ

裏
付
き
、
フ
ァ
ス

ナ
ー
付
き
、
は
ぎ

付
き
（
２
か
所
に

行
う
も
の
に
限

る
。）及
び
ヒ
ー
ル

付
き

甲
革
の
縁
す
き
、
縁
折
り
込

み
又
は
テ
ー
プ
取
り
、
上
縁

の
折
り
込
み
部
へ
の
補
強

テ
ー
プ
の
挿
入
、
フ
ァ
ス

ナ
ー
付
け
、
か
か
と
部
の
縫

い
ま
と
め
、
裏
張
り
及
び
縁

ミ
シ
ン
掛
け

1465円

サ
ン
ダ
ル
牛
革
の
地

生
裏
付
き
、無
飾
り
、

前
あ
き
、縁
折
り
、

バ
ッ
ク
バ
ン
ド
及

び
美
錠
付
き

甲
革
の
縁
す
き
、
縁
折
り
込

み
又
は
テ
ー
プ
取
り
、
裏
付

け
、
縁
ミ
シ
ン
掛
け
、
さ
ら

い
、
バ
ン
ド
穴
あ
け
及
び
美

錠
付
け

704円

令和年月日 火曜日 第号官 報
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関
す
る
公
示

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
よ
り
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
の
名
称

海
上
自
衛
隊
第
一
術
科
学
校

二

登
録
海
技
免
許
講
習
実
施
機
関
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
学
校
長

小
杉

正
博

（
変
更
後
）
学
校
長

小
牟
田
秀
覚

三

変
更
年
月
日

令
和
八
年
三
月
二
十
三
日

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関
す
る
公
示

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
よ
り
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

公
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
の
名
称

海
上
自
衛
隊
第
一
術
科
学
校

二

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
学
校
長

小
杉

正
博

（
変
更
後
）
学
校
長

小
牟
田
秀
覚

三

変
更
年
月
日

令
和
八
年
三
月
二
十
三
日

気
象
庁
防
災
業
務
計
画
の
修
正
要
旨
の
公
表
に
つ
い
て

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
36年

法
律
第
223号

）
第
36条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
気
象
庁
防
災
業
務
計
画
を
修

正
し
た
の
で
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
８
年
４
月
14
日

気
象
庁
長
官
野
村
竜
一

気
象
庁
防
災
業
務
計
画
の
修
正
に
つ
い
て

一
修
正
の
目
的

「
長
時
間
継
続
す
る
津
波
に
関
す
る
情
報
提
供
の
あ
り
方
検
討
会
」の
報
告
等
を
踏
ま
え
て
、所
要
の
修
正
を
行
っ

た
。

二
修
正
年
月
日
令
和
８
年
３
月
26日

三
修
正
の
要
旨

１
「
長
時
間
継
続
す
る
津
波
に
関
す
る
情
報
提
供
の
あ
り
方
検
討
会
」
の
報
告
や
令
和
７
年
７
月
の
カ
ム
チ
ャ
ツ

カ
半
島
東
方
沖
の
地
震
の
際
の
対
応
を
踏
ま
え
て
、
記
述
の
修
正
を
行
っ
た
。

２
火
山
調
査
研
究
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
て
、
記
述
の
修
正
を
行
っ
た
。

九
州
地
方
整
備
局
公
示

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
三
月
二
十

五
日
、
大
野
川
水
系
河
川
整
備
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

九
州
地
方
整
備
局
長

垣
下

禎
裕

労

働

最
低
工
賃
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

東
京
労
働
局
最
低
工
賃
公
示
第
１
号

家
内
労
働
法
（
昭
和
45年
法
律
第
60号
）
第
10条
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
革
靴
製
造
業
最
低
工
賃
（
令
和
５
年

東
京
労
働
局
最
低
工
賃
公
示
第
１
号
）
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
12条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
４
月
14
日

東
京
労
働
局
長
増
田
嗣
郎

東
京
都
革
靴
製
造
業
最
低
工
賃

１
適
用
す
る
家
内
労
働
者
東
京
都
の
区
域
内
で
革
靴
製
造
業
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
家
内
労
働
者

２
適
用
す
る
委
託
者
前
号
の
家
内
労
働
者
に
前
号
の
業
務
を
委
託
す
る
委
託
者

関
東
地
方
整
備
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
四
月
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

十
八
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

千
曲
市
大
字
杭
瀬
下
字
東
沖
五
六
番
二
か
ら
同
市
大
字
杭
瀬
下
字
東
沖
三
七
番
四
ま
で

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の

敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
四
月
十
五
日

図

面

縦

覧

場

所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長
野
国
道
事
務
所





底付け
（セメ
ンテッ
ド方式
による
ものに
限る。）

紳士靴 牛革の銀
付き又は
ガラス張
り

裏付き 中底仮止め、先芯並びに
月型芯入れ、つり込み、
起毛、シャンク又は中芯
入れ及び本底張付け

788円

婦人靴 パンプス 裏付き及びヒー
ル付き

中底仮止め、先芯並びに
月型芯入れ、つり込み、
起毛、シャンク又は中芯
入れ、本底張付け及び
ヒール付け

874円

裏付き、ヒール
付き及びストム
付き

中底仮止め、先芯並びに
月型芯入れ、つり込み、
起毛、シャンク又は中芯
入れ、本底張付け及び
ヒール付け

1010円

ショート
ブーツ

裏付き及びヒー
ル付き

中底仮止め、先芯並びに
月型芯入れ、つり込み、
起毛、シャンク又は中芯
入れ、本底張付け及び
ヒール付け

1266円

サンダル 牛革の地
生

裏付き及びヒー
ル付き

中底仮止め、つり込み、
起毛、本底張付け及び
ヒール付け

704円

裁断 紳士靴 牛革の銀
付き又は
ガラス張
り

外羽根、無飾り
及びひも付き

甲革の爪先革、舌革、腰
革（外側）及び腰革（内
側）の裁断

160円

婦人靴 パンプス 無飾り及びヒー
ル付き

甲革の本体、内腰及び
ヒール巻きの裁断

137円

ショート
ブーツ

ファスナー付
き、はぎ付き（２
か所に行うもの
に限る。）及び
ヒール付き

甲革の本体及びヒール巻
きの裁断

183円

サンダル 牛革の地
生

無飾り、前あき、
縁折り、バック
バンド及び美錠
付き

甲革の本体、ベルト及び
ヒール巻きの裁断

149円

４ 効力発生の日 令和８年５月14日

令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

令和８年度弁理士試験の試験会場
令和８年度弁理士試験の試験会場について、次
のとおり公告する。
令和８年４月 14 日

工業所有権審議会会長 時田 隆仁
１ 短答式筆記試験（令和８年５月17日（日）12
時30分から16時00分まで）
 東京
立教大学 池袋キャンパス〔東京都豊島区
西池袋三丁目34１〕

国 家 試 験

 大阪
大阪経済大学 大隅キャンパス〔大阪府大
阪市東淀川区大隅二丁目２８〕
 仙台
北杜学園 中央校舎２号館 （仙台大原簿
記情報公務員専門学校）〔宮城県仙台市青葉区
中央四丁目２25〕
 名古屋
愛知大学 車道キャンパス〔愛知県名古屋
市東区筒井二丁目1031〕
 福岡
福岡工業大学〔福岡県福岡市東区和白東三
丁目30１〕

２ 論文式筆記試験【必須科目】（令和８年６月28
日（日）10時00分から17時00分まで）
 東京
立教大学 池袋キャンパス〔東京都豊島区
西池袋三丁目34１〕
 大阪
大阪経済大学 大隅キャンパス〔大阪府大
阪市東淀川区大隅二丁目２８〕

基本測量関係事項公告
基本測量の測量成果を得たので、測量法（昭和24年法律第188号）第27条第１項の規定に基づき、

次のとおり公告する。
令和８年４月 14 日 国土交通大臣 金子 恭之

測量の種類 実施時期
地 域


都道府県 市、区、（郡）、町、村名

備 考

復旧測量 令和６年度 兵 庫 県 宍粟市 三 角 点
（改 算）

〃 〃 〃 （美方郡）香美町 〃
〃 〃 和 歌 山 県 （西牟婁郡）白浜町 〃
〃 〃 大 阪 府 （豊能郡）能勢町 〃
〃 令和７年度 北 海 道 （松前郡）松前町 三 角 点

（改 測）
〃 〃 石 川 県 金沢市 水 準 点

（改 算）
〃 〃 〃 白山市 〃
時空間変位確定測量 〃 全 国 地殻変動補

正パラメー
タ．2026

衛星合成開口レーダー
地盤変動測量

〃 〃 衛星合成開
口レーダー
地盤変動測
量成果

超長基線測量 平 成 15 年
度～令和６
年度

茨 城 県 アンテナ参
照点の三次
元座標及び
速度、ＶＬ
ＢＩアンテ
ナ間の基線
長、地球姿
勢パラメー
タ

３ 論文式筆記試験【選択科目】（令和８年７月26
日（日）10時00分から11時30分まで）
 東京
東京富士大学〔東京都新宿区下落合一丁目
７７〕
 大阪
大阪経済大学 大隅キャンパス〔大阪府大
阪市東淀川区大隅二丁目２８〕

４ 口述試験（令和８年10月17日（土）から令和
８年10月19日（月）のうち、いずれかの日）
東京
ザ・プリンス パークタワー東京〔東京都港
区芝公園四丁目８１〕
５ 注意事項
 会場への直接の問い合わせ等は行わないこ
と。
 会場への車の乗り入れは厳禁であること。
 試験室の室温の感じ方には個人差があり、
また、設備によっては試験室内の温度が一定
にならない場合もあるため、着衣については
各自留意すること。





公

告

令和年月日 火曜日 第号官 報

諸

事

項

相
続
財
産
清
算
人
の
選
任
及
び
相

続
権
主
張
の
催
告





令和年月日 火曜日 第号官 報

失
踪
に
関
す
る
届
出
の
催
告





令和年月日 火曜日 第号官 報
破
産
手
続
開
始





令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産手続廃止及び免責許可決定

破産手続終結及び免責許可決定

破産債権の届出期間及び一般
調査期日

令和８年（ヒ）第１００１号
札幌市清田区平岡８条１丁目１番１０号
清算株式会社 株式会社ケーユニオン
代表清算人 青木康之
１ 決定年月日 令和８年３月３１日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

札幌地方裁判所民事第４部

特別清算終結

書面による計算報告

特別清算開始

令和７年（ヒ）第３号
熊本県上天草市松島町阿村964番地の2
清算株式会社 永目海運株式会社
代表清算人 永目幸浩
１ 決定年月日 令和８年３月３０日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

熊本地方裁判所天草支部
令和８年（ヒ）第１号
静岡県焼津市大栄町１丁目９番２０号
清算株式会社 株式会社静竹本店

１ 決定年月日 令和８年３月３１日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

静岡地方裁判所民事第２部
令和８年（ヒ）第１号
岡山県倉敷市大畠１６６６番地の２
清算株式会社 株式会社ＨＳ
１ 決定年月日 令和８年３月31日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

岡山地方裁判所第３民事部




令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

令和８年（ヒ）第２号
岡山県倉敷市大畠１６６６番地の２
清算株式会社 株式会社ＨＲ
１ 決定年月日 令和８年３月30日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

岡山地方裁判所第３民事部
令和７年（ヒ）第１３号
岡山市北区本町６番３６号
清算株式会社 株式会社天満屋ホテルズアンド

リゾーツ
１ 決定年月日 令和8年3月31日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

岡山地方裁判所第３民事部
令和６年（ヒ）第１００６号
名古屋市千種区今池南３２番１９号
清算株式会社 株式会社今池南設計事務所
１ 決定年月日 令和８年３月３１日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

名古屋地方裁判所民事第２部
令和8年（ヒ）第3004号
大阪府摂津市鶴野１丁目６番２２号
清算株式会社 株式会社木田精密機械
１ 決定年月日 令和8年3月30日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。
大阪地方裁判所第６民事部

特別清算協定認可
令和７年（ヒ）第１号
岡山県津山市大手町２番地の13
清算株式会社 ＳＨ株式会社
代表清算人 石井繁好
１ 決定年月日 令和８年３月30日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
１ 清算株式会社及び各協定債権者は、清算株
式会社が各協定債権者に対し、解散日から申
立日までの間に、別紙債権者名簿の「債権申
出後の弁済額」欄記載のとおり弁済したこと
を認める。
２ 各協定債権者は、清算株式会社に対し、別
紙債権者名簿の「申立日の債権額」欄記載の
金額につき、その債務を免除する。
３ 本協定後、清算株式会社に新たな財産が発
見されたときは、清算株式会社は、これを速
やかに換価し、各協定債権者に対し、換価代
金から必要な費用を控除した残額を各協定債

権者の債権額の割合に応じて弁済する。この
場合においては、各協定債権者が前項の規定
により行った残債務の免除は、新たにされた
弁済の限度で、前項に基づく弁済時に遡って
効力を失う。
（別紙省略）

岡山地方裁判所津山支部
令和８年（ヒ）第２００２号
東京都中央区日本橋馬喰町２丁目６番10号 東
京大和化成ビル５階
清算株式会社 馬喰町管財株式会社
代表清算人 小幡 朋弘
１ 決定年月日 令和８年３月30日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
第１ 通則
１ 定義
本協定で使用する下記の用語は、以下の意味

を有するものとする。
記

（１）「清算株式会社」とは、馬喰町管財株式会
社を意味する。
（２）「協定債権者」とは、別紙「協定債権弁済
計画表」の「対象債権者名」欄に記載された各債
権者を意味する。
（３）「認可決定確定日」とは、本協定の認可の
決定の確定日を意味する。
２ 協定債権の弁済の場所等
清算株式会社による協定債権者への協定債権の弁
済は、協定債権者の指定する金融機関の口座に対
して振り込む方法により行なう。ただし、振込手
数料は清算株式会社の負担とする。
３ 端数処理
弁済額の計算において生ずる１円未満の端数金額
は四捨五入する。
第２ 個別条項
１ 清算株式会社は、協定債権者に対し、認可
決定確定日から１か月以内に、協定債権額の０．
０１３５２２９６４３５０４９６１％の金員を弁
済する。
２ 協定債権者は、前項の弁済を受けたときは、
清算株式会社に対し、認可決定確定日に、協定債
権者の各協定債権の総額から各弁済額を控除した
残額及び未払の利息・損害金につき、その債務を
免除する。

３ 第１項の弁済の後、清算株式会社に新たな財
産が発見されたときは、清算株式会社は、これを
速やかに換価し、協定債権者に対し、換価代金か
ら必要な費用を控除した残額を協定債権者の各協
定債権額の割合に応じて弁済する。この場合にお
いては、協定債権者が前項の規定により行った残
債務の免除は、新たにされた弁済の限度で効力を
失うものとする。 以 上
（別紙省略）

東京地方裁判所民事第２０部

更生手続における監督命令
令和８年（ミ）第１号
神奈川県平塚市横内３７７４－２
開始前会社 株式会社ミサワコーポレーション
主文 １ 開始前会社について、監督委員によ
る監督を命ずる。
２ 監督委員に次の者を選任する。
東京都中央区銀座七丁目１２番１４号 大栄
会館５階 富永浩明法律事務所 弁護士 富永
浩明
３ 開始前会社が次に掲げる行為をするには、監
督委員の同意を得なければならない。
 開始前会社が所有又は占有する財産に係る
権利の譲渡、担保権の設定、賃貸その他一切
の処分（１００万円以下の価額を有する財産
に係る取引及び常務に属する取引に関する場
合を除く。）
 開始前会社の有する債権について譲渡、担
保権の設定その他一切の処分（開始前会社に
よる取立てを除く。）
 財産の譲受け（商品の仕入れその他常務に
属する財産の譲受けを除く。）
 貸付け
 借財（手形割引を含む。）又は保証
 訴えの提起若しくは保全、調停、支払督促
その他これらに準ずるものの申立て又はこれ
らの取下げ
 和解又は仲裁合意
 債務免除、無償の債務負担行為又は権利の
放棄
 担保の変換（更新された火災保険契約に係
る保険金請求権に対する担保変換としての質
権の設定を除く。）
 開始前会社の事業の維持更生の支援に関す
る契約又は当該支援をする者の選定業務に関
する契約の締結
令和８年３月３１日

東京地方裁判所民事第２０部

包括的禁止命令

監 督 命 令






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

再生手続終結

小規模個人再生による再生手
続開始

再生手続開始

事業譲渡に関する株主総会の
決議による承認に代わる許可

令和７年（再）第３号
岡山県倉敷市阿知１丁目７番２号くらしきシ
ティプラザ西ビル701号
再生債務者 ファーマーズホールディングス株
式会社

決定の要旨 令和８年３月31日付け事業譲渡許可
申請書に係る事業譲渡について会社法第467条
１項に規定する株主総会の決議による承認に代
わる許可をする。
令和８年３月31日

大阪地方裁判所第６民事部
令和７年（再）第３８号
東京都江東区白河三丁目２番８号
再生債務者 株式会社ＷＩＮＤ－ＳＭＩＬＥ
決定の要旨 令和 8年 3月19日付け事業譲渡許可
申請書にかかる事業譲渡について会社法 467条
1項に規定する株主総会の決議による承認に代
わる許可をする。
令和 8年 3月31日

東京地方裁判所民事第２０部




令和年月日 火曜日 第号官 報

小
規
模
個
人
再
生
に
よ
る
書
面
決

議
に
付
す
る
決
定





令和年月日 火曜日 第号官 報

小
規
模
個
人
再
生
に
よ
る
再
生
手

続
廃
止

所
有
者
不
明
土
地
及
び
建
物
管
理

命
令
に
関
す
る
異
議
の
催
告

所
有
者
不
明
土
地
管
理
命
令
に
関

す
る
異
議
の
催
告

所
有
者
不
明
建
物
管
理
命
令
に
関

す
る
異
議
の
催
告

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
一
日

掲
載
頁

七
十
三
頁
（
号
外
第
七
十
八
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
一
日

掲
載
頁

七
十
三
頁
（
号
外
第
七
十
八
号
）

令
和
八
年
四
月
十
四
日

東
京
都
江
東
区
新
大
橋
一
丁
目
八
番
七
号

（
甲
）
株
式
会
社
明
祥

代
表
取
締
役

工
藤

太
一

東
京
都
江
東
区
新
大
橋
一
丁
目
八
番
七
号

（
乙
）
株
式
会
社
エ
ス
コ

代
表
取
締
役

工
藤

太
一





令和年月日 火曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
法
人
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

鹿
児
島
市
伊
敷
三
丁
目
一
四
番
八
号

（
甲
）
医
療
法
人
ナ
カ
ノ
会

理
事
長

中
野

一
司

鹿
児
島
市
新
照
院
町
一
九
番
八
号

（
乙
）
医
療
法
人
藤
和
会

理
事
長

米
澤

士
郎

合
併
公
告

左
記
法
人
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
七
月
一
日
で
あ
り
、
両
法
人

の
理
事
会
の
承
認
決
議
は
令
和
七
年
十
二
月
五
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
な
お
、
両
法
人
の
最
終
会
計
年
度
に
係
る
貸
借

対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w

.w
a
m

.g
o
.jp

/w
a
m

n
et/za

ih
y
o
u

k
a
iji/p

u
b
/P

U
B
0201000E

00.d
o
?̲F

O
R

M
ID

=
P
U

B
0

219000&
v
o
̲h

ea
d
V

O
̲co

rp
o
ra

tio
n
Id

=
1647119780

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w

.w
a
m

.g
o
.jp

/w
a
m

n
et/za

ih
y
o
u

k
a
iji/p

u
b
/P

U
B
0201000E

00.d
o
?̲F

O
R

M
ID

=
P
U

B
0

219000&
v
o
̲h
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d
V

O
̲co
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o
ra

tio
n
Id

=
1647119790

令
和
八
年
四
月
十
四
日

沖
縄
県
豊
見
城
市
字
嘉
数
四
六
九
番
地
の
五

（
甲
）
社
会
福
祉
法
人
恵
福
祉
会

理
事
長

赤
嶺

恵
子

沖
縄
県
豊
見
城
市
字
饒
波
一
〇
一
五
番
地
の
二

（
乙
）
社
会
福
祉
法
人
美
空
福
祉
会

理
事
長

赤
嶺

哉

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
ミ
ド

ル
ス
パ
ー
ト
（
住
所

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
七
丁
目

二
二
番
一
七
号
Ｔ
Ｏ
Ｃ
ビ
ル
一
〇
階
）
に
対
し
て
当
社
の

人
材
紹
介
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp

s://k
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n
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令
和
八
年
四
月
十
四
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
七
丁
目
二
二
番
一
七
号

Ｔ
Ｏ
Ｃ
ビ
ル
一
〇
階

（
旧
本
店
所
在
地

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四
丁
目

一
番
一
号
神
谷
町
ト
ラ
ス
ト

タ
ワ
ー
二
三
階
）

株
式
会
社
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
ラ
ボ

代
表
取
締
役

都
築

辰
弥

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ノ
ー
ス
ケ
ア
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

札
幌
市
東
区
北
三
十
九
条
東
二
十
一
丁
目
一
番
三
号

合
同
会
社
ノ
ー
ス
ケ
ア

代
表
社
員

北
川

悠
介

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
エ
ミ
シ
ス
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

札
幌
市
西
区
西
野
六
条
十
丁
目
二
四
番
二
二
号

２
Ｆ

Ｂ

合
同
会
社
エ
ミ
シ
ス

代
表
社
員

北
川

悠
介

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
五
月
十
五
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
匠
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

栃
木
県
足
利
市
大
月
町
五
〇
番
地
の
二

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ
合
同
会
社

代
表
社
員

ジ
ャ
ヤ
ウ
ィ
ッ
カ
ラ
マ
・
ア
ー

ラ
ッ
チ
・
ゲ
ー
・
ニ
プ
ン
・
マ

ド
サ
ン
カ

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
と
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
五
月
二
十
日
で
あ
り
、
当
社

の
総
社
員
の
同
意
の
取
得
は
令
和
八
年
四
月
一
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

東
京
都
中
野
区
中
野
四
丁
目
一
〇
番
二
号
中
野
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
サ
ウ
ス
二
階

合
同
会
社
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ

ａ
ｎ
ｄ
ｓ

代
表
社
員

下
島
カ
ル
モ
ナ
麻
由

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
西
二
丁
目
四
番
八
号
ウ
ィ

ン
ド
恵
比
寿
ビ
ル
八
Ｆ

合
同
会
社
タ
ス
ケ
ル

代
表
社
員

宮
川

岳

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

福
井
市
成
和
二
丁
目
九
〇
八
番
地

合
同
会
社
ダ
ン
ハ
イ
ト

代
表
社
員

大
橋

俊
雄

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
五
月
二
十
日
で
あ
り
、

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｎ
Ｒ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｙ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

愛
知
県
名
古
屋
市
港
区
港
陽
三
丁
目
九

五
シ
ー

サ
イ
ド
Ｆ
２
マ
ン
シ
ョ
ン
Ｆ
１

合
同
会
社
Ｎ
Ｒ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ

代
表
社
員

中
江
十
三
子

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
六
月
一
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

名
古
屋
市
緑
区
旭
出
二
丁
目
二
〇
一
八
番
地

合
同
会
社
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ

代
表
社
員

福
島

雄
志

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
四
億
二
千
二
百
五
十
三
万

千
五
百
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
西
神
田
一
丁
目
一
番
一
号

Ｇ
Ｏ
ド
ラ
イ
ブ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

川
上

裕
幸

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
十
七
億
四
千
五
十
九
万
六

千
九
百
九
十
六
円
減
少
し
二
十
三
億
一
千
九
百
三
十
万
三

千
四
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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/

令
和
八
年
四
月
十
四
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
兜
町
七
番
一
号

ポ
ケ
ト
ー
ク
株
式
会
社

代
表
執
行
役

松
田

憲
幸

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
〇
〇
万
円
減
少
し
九
〇
〇

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
で
あ
り
、
令

和
八
年
四
月
一
日
開
催
の
株
主
総
会
で
決
議
を
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

尚
、
当
社
は
特
例
有
限
会
社
で
あ
り
、
計
算
書
類
の
公

告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

島
根
県
松
江
市
黒
田
町
四
〇
番
地
八

有
限
会
社
ケ
ー
エ
ヌ
シ
ー

代
表
取
締
役

熊
野

英
治





令和年月日 火曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
九
百
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
六
月
一
日
で
あ
り
、
株
主
総

会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
に
終
了
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
町
桜
台
五
番
五
号

有
限
会
社
緖
方
建
設

取
締
役

緒
方

徹
志

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
百
二
十
億
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
三
月
二
十
七
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
一
丁
目
四
番
一
六
号

新
日
本
電
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

青
木

泰

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
及
び
資
本
準
備
金
の
額
を
、
令
和
八

年
六
月
一
日
に
払
込
み
が
行
わ
れ
る
当
社
の
新
株
発
行
に

よ
り
増
加
す
る
資
本
金
及
び
資
本
準
備
金
の
額
と
同
額
分

を
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
な
資
本
金
の
額
を
二

十
億
八
千
万
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
百
五
十
六
億
一

千
九
百
十
六
万
百
九
十
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
三
十
日

掲
載
頁

八
十
五
頁
（
号
外
第
七
十
四
号
）

令
和
八
年
四
月
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
二
〇
番
三
号

サ
ッ
ポ
ロ
不
動
産
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

富
岡

良
之

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
四
月
二
十
九
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
最
終
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
そ
の
所
有

す
る
株
式
一
株
を
二
十
株
と
す
る
株
式
分
割
に
よ
り
株
式

の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。令

和
八
年
四
月
十
四
日

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
中
央
街
八
番
二
七
号

株
式
会
社
レ
イ
ヤ
ー
ド

代
表
取
締
役

毛
塚

牧
人

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱
崎
町
一
七
番
一
号

エ
ダ
ッ
プ
テ
ク
ノ
メ
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
バ
シ
ュ
ラ
ー

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

東
京
都
調
布
市
下
石
原
二
丁
目
六
〇
番
地
二

株
式
会
社
調
布
ハ
ウ
ジ
ン
グ

代
表
取
締
役

石
黒

健
司

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

岡
山
県
津
山
市
一
方
一
九
四
番
地

美
津
吉
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

森

広
明

投
資
主
総
会
招
集
及
び
基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
に
投
資
主
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
当
該
投
資
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
で

き
る
投
資
主
を
確
定
す
る
た
め
、
規
約
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
八
年
四
月
三
十
日
を
基
準
日
と
定

め
、
同
日
最
終
の
投
資
主
名
簿
に
記
載
又
は
記
録
さ
れ
た

投
資
主
を
も
っ
て
、
議
決
権
を
行
使
で
き
る
投
資
主
と
い

た
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
二
番
三
号
虎
ノ
門
ア

ル
セ
ア
タ
ワ
ー

丸
紅
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
リ
ー
ト
投
資
法
人

執
行
役
員

大
室

勝
秀

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
六
億
二
千
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ

る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の

開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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令
和
八
年
四
月
十
四
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七

一
二
〇
九

号
株
式
会
社
赤
坂
国
際
会
計
内

エ
ス
エ
ル
ピ
ー
シ
ー
特
定
目
的
会
社

取
締
役

林

令
史

債
権
申
出
の
公
告
（
第
一
回
）

当
社
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
は
、
令
和
八
年
四
月

一
日
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
八
十
三
条
第
一
項
第
一
号

に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
終
了
し
た
の
で
、
当
社
規
約
型

確
定
給
付
企
業
年
金
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期

間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま

す
。令

和
八
年
四
月
十
四
日

静
岡
県
袋
井
市
大
野
六
九
〇
九
番
九
号

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

安
藤

秀
人

取
消
公
告

令
和
八
年
三
月
六
日
（
号
外
第
四
十
七
号
）
掲
載
の
解

散
公
告
は
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
四
月
十
四
日

大
阪
市
西
区
立
売
堀
三
丁
目
六
番
二
一

一
三
〇

四
号

松
村
不
動
産
有
限
会
社

代
表
取
締
役

松
村

明
義

環
境
影
響
評
価
に
関
す
る
公
告

秋
田
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
き
「（
仮
称
）
田

代
平
農
場
風
力
発
電
事
業

環
境
影
響
評
価
方
法
書
」
の

公
告
を
行
い
ま
す
。

一
、
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所

事
業
者
名

田
代
平
農
場
風
力
発
電
合
同
会
社

代
表
者
名

代
表
社
員

一
般
社
団
法
人
田
代
平
農

場
風
力
発
電

職
務
執
行
者

本
郷

雅
和

所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一

号
東
京
共
同
会
計
事
務
所
内

二
、
対
象
事
業
の
名
称
・
種
類
・
規
模

事
業
名

（
仮
称
）
田
代
平
農
場
風
力
発
電
事
業

種
類

風
力
発
電
所
の
設
置
（
陸
上
）

規
模

発
電
所
最
大
出
力

二
五
、
〇
八
〇
ｋ
Ｗ

三
、
対
象
事
業
実
施
区
域

秋
田
県
鹿
角
市
十
和
田
大
湯
字
田
代
平
付
近

四
、
環
境
影
響
を
受
け
る
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地

域
の
範
囲

秋
田
県
鹿
角
市

五
、
方
法
書
等
の
縦
覧
の
場
所
、
期
間
及
び
時
間

縦
覧
場
所

秋
田
県
生
活
環
境
部
環
境
保
全
課
、
鹿

角
市
役
所
生
活
環
境
課
及
び
各
支
所

（
大
湯
・
尾
去
沢
・
十
和
田
・
花
輪
・

八
幡
平
）

縦
覧
期
間

令
和
八
年
四
月
十
四
日
（
火
）
〜
令
和

八
年
五
月
十
五
日
（
金
）（
※
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
開
庁
時
間
）

六
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
表

h
ttp

s://w
w

w
.ta
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iw
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d
p
o
w

er.co
m

七
、
意
見
書
の
提
出
方
法

本
方
法
書
に
つ
い
て
、
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の

意
見
を
提
出
さ
れ
る
方
は
縦
覧
場
所
に
あ
る
様
式
に
必

要
な
事
項
を
記
入
の
上
、
意
見
書
箱
に
投
函
す
る
か
、

五
月
二
十
九
日
（
金
）
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
先
に
記

載
の
住
所
へ
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

八
、
説
明
会

日
時

令
和
八
年
四
月
二
十
五
日（
土
）十
四
時
半
〜

十
六
時
半

場
所

十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室

令
和
八
年
四
月
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

田
代
平
農
場
風
力
発
電
合
同
会
社

お
問
い
合
わ
せ
先

電
話
番
号

〇
三

六
七
〇
一

八
七
二
六

営
業
時
間

九
時
半
〜
十
七
時（
土
日
祝
日
除
く
）
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